
連
歌
を
つ
ら
ね
て
い
く
上
に
は
、
い
く
つ
も
の
約
束
事
が
あ
る
。

そ
の
約
束
事
の
―
つ
に
「
賦
物
」
が
あ
る
。
例
え
ば
、
い
ま
「
賦
唐

何
連
歌
」
と
い
う
課
題
が
だ
さ
れ
る
。
す
る
と
「
唐
何
」
の
「
何
」

に
当
て
は
め
て
熟
語
を
構
成
す
る
一
語
を
探
し
、
こ
れ
を
句
中
に
詠

み
こ
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
遊
戯
性
の
つ
よ
か
っ
た
当
初
は
、

句
毎
に
賦
物
を
と
る
よ
う
課
せ
ら
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
良
基
の
時

代
に
は
既
に
形
骸
化
し
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
で
、
室
町
時
代
に
は
、
発

句
に
の
み
賦
物
を
詠
む
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
一
っ
具
体
例
を
引

こ
う
。
延
徳
四
年
(
-
四
九
二
）
正
月
二
十
五
日
、
禁
裏
で
行
わ
れ

た
こ
の
年
初
め
の
月
次
連
歌
会
、
こ
の
時
の
賦
物
は
右
に
示
し
た

(
1
)
 

「
唐
何
」
。
そ
し
て
、
発
句
は
次
の
通
り
。

梅
は
ま
づ
こ
4
ろ
に
か
な
ふ
色
香
哉
（
後
土
御
門
天
皇
）

こ
こ
は
「
梅
」
を
詠
む
こ
と
で
「
唐
梅
」
の
語
を
な
し
、
賦
物
の
条

件
を
満
た
し
た
の
で
あ
る
（
『
連
歌
初
学
抄
』
賦
物
篇
）
。
無
論
、
発

句
に
当
座
性
が
要
求
さ
れ
る
と
は
い
え
、
一
座
張
行
の
場
か
ら
窺
う

こ
と
の
で
き
た
梅
が
、
唐
梅
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
句

「
唐
梅
」

考

に
詠
み
こ
ま
れ
た
語
と
、
賦
物
の
語
彙
と
は
次
元
を
異
に
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
賦
物
に
当
て
ら
れ
る
熟
語
に
は
そ
の
実
質
の
不
明
な

も
の
が
意
外
に
多
く
、
こ
れ
ま
で
も
語
学
研
究
の
側
か
ら
注
目
さ
れ

(
2
)
 

る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
中
に
は
、
一
見
、
何
の
問
題
も
な
さ
そ

う
で
い
て
、
改
め
て
考
え
る
と
実
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
も
の

も
結
構
あ
る
。
こ
の
「
唐
梅
」
も
そ
の
一
っ
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
手
近
な
辞
書
に
依
っ
て
お
け
ぱ
、
こ
れ
を
「
蠣
梅
」
と
説
く
よ

う
だ
が
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
等
）
、
実
は
蛾
梅
を
「
カ
ラ
ム
メ
」

と
す
る
の
は
、
い
ず
れ
も
近
世
に
入
っ
て
か
ら
の
資
料
の
よ
う
だ
。

古
辞
書
『
書
言
字
考
節
用
集
』
（
享
和
二
年
〈
一
七
一
七
＞
刊
）
な

ど
そ
の
代
表
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
小
野
蘭
山
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』

(
3
)
 

（
享
和
二
年
〈
一
八

0
二
〉
序
）
の
「
蠣
梅
」
の
項
を
引
い
て
お
こ
う
。

（
前
略
）
…
コ
ノ
木
ハ
百
九
代
後
水
尾
帝
ノ
時
、
朝
鮮
ヨ
リ
来

ル
ト
云
伝
、
故
二
、
俗
ニ
カ
ラ
ウ
メ
等
ノ
名
ア
レ
ド
モ
、
今
ニ

至

テ

ハ

皆

蠣

梅

卜

称

ス

（

三

ニ

・

灌

木

）

「
今
二
至
テ
ハ
皆
蟻
梅
卜
称
」
さ
れ
る
「
コ
ノ
木
」
が
、
「
俗
ニ
カ

鈴

木

プE
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ラ
ウ
メ
」
の
名
を
得
て
い
た
こ
と
、
多
く
の
資
料
の
語
る
通
り
な
の

だ
が
、
問
題
と
な
る
の
は
「
後
水
尾
帝
ノ
時
」
云
々
の
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
を
俗
伝
と
切
り
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
は
容
易
だ
が
、

『
古
事
類
苑
』
等
に
引
載
さ
れ
る
「
地
綿
抄
附
録
」
に
も
「
正
保
年

中
以
後
渡
来
草
木
類
」
（
『
古
今
要
覧
稿
』
に
も
）
と
し
て
「
南
京
梅

(
4
)
 

〈
今
云
蛾
梅
〉
」
を
挙
げ
て
お
り
、
あ
な
が
ち
こ
れ
を
無
視
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
。

「
蠍
梅
」
そ
の
も
の
の
本
邦
文
献
で
の
初
出
に
つ
い
て
は
詳
し
く

知
ら
な
い
が
、
文
明
本
を
は
じ
め
と
し
た
古
本
系
の
『
節
用
集
』
に

は
、
既
に
「
ラ
フ
（
ウ
）
バ
イ
」
の
読
み
を
伴
っ
て
こ
の
語
が
掲
げ
ら

れ
て
お
り
、
室
町
時
代
の
知
識
と
し
て
「
蛾
梅
」
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
屋
代
弘
賢
編
の
『
古
今
要
覧

稿
』
も
具
体
的
に
挙
げ
て
い
る
通
り
、
「
蝋
梅
」
は
し
ば
し
ば
中
国

の
詠
物
詩
の
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
『
節
用
集
』
へ
の
登
載
も
、
樹

そ
の
も
の
の
渡
来
と
は
別
に
、
単
な
る
「
知
識
」
と
し
て
読
み
取
る

べ
き
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
邦
の
禅
林
詩
に
大
き
な
影
響
力
を
有

し
た
韻
引
き
の
詩
語
辞
書
、
『
韻
府
群
玉
』
に
も
「
颯
梅
」
の
語
は
引

(
5
)
 

か
れ
て
お
り
、
そ
の
注
に
「
山
谷
初
見
、
作
二
絶
、
縁
此
盛
於
京
師
」

と
記
す
よ
う
に
、
中
国
で
は
山
谷
以
後
の
詠
物
と
さ
れ
て
い
た
ら
し

い
。
惟
高
妙
安
の
『
玉
塵
』
は
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
「
山
谷
ガ
ハ
ジ

メ
テ
一
見
シ
テ
、
詩
ヲ
作
テ
シ
ャ
ウ
グ
ワ
ソ
シ
タ
ニ
ョ
ッ
テ
、
ミ
ヤ

コ
ニ
ハ
ャ
ッ
テ
用
イ
タ
ゾ
」
（
抄
物
大
系
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ

|
（
ハ
）

に
言
う
「
二
絶
」
と
は
、
、
次
の
例
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
手

近
な
寛
永
十
二
年
風
月
宗
知
刊
行
『
山
谷
詩
集
』
巻
五
に
よ
り
示

す。

ニ

ス

ヲ

戯
詠
蠍
梅
二
首

ス

ヲ

シ

テ

ヲ

ク

ノ

ヒ

魯

鎖

春

寒

、

悩

人

香

忠

展

、

属
ー
プ
戸
浅

其
二

I

二

I

ソ
ヲ

体
薫
二
山
覇
麟
、
色
染
薔
薇
露
＼

ル

有
暗
香
度

二

な
お
詩
集
に
は
、
こ
れ
に
続
け
「
蟻
梅
」

え
る
の
で
、
こ
れ
も
掲
げ
て
お
く
。

ト

モ

シ

ト

／

ハ

セ

饂
無
二
桃
李
顧
、

風
味

|
（
イ
）

ス

レ

ト

モ

ニ

ニ

披
払
不
レ
満
レ
襟
、
時

|
（
口
）

に
か
か
わ
る
詩
が
二
つ
見

蠣
梅

レ
―
ー
ル

I

ヲ

イ

シ

テ

ヲ

ー

ー

リ

天
公
戯
剪
ー
百
花
扇
、
奪
尽
人
工
ー
更
有
レ
香

テ

ヲ

ニ

フ

ソ

テ

ヲ

埋
二
玉
地
中
成
二
故
物
、
折
二
枝
鏡
裏

5
竺
新
粧
一

従
二
張
仲
謀
云
1

蠍
梅
一

ラ

ク

ト

ッ

メ

シ

テ

也

ク

カ

聞
君
寺
後
野
梅
発
、
香
蜜
染
成
宮
様
黄

リ

テ

ル

コ

ト

ヲ

ス

ソ

ト

戸
擬
一
一
折
来
遮
二
老
眠
、
欲
レ
知
春
色
到
二
池
塘
―
ー
（
二
）

山
谷
詩
は
東
披
の
詩
と
と
も
に
、
中
世
禅
林
に
広
く
用
い
ら
れ
て

い
た
。
当
然
、
知
識
と
し
て
は
相
当
に
広
ま
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ

い
。
幾
種
か
の
抄
物
も
存
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
後
で
ふ
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
長
享
二
年
(
-
四
八
八
）
十
月
、
江
戸
を
離
れ
た
万

里
集
九
は
越
後
国
上
田
山
大
義
寺
に
至
り
、
「
留
雪
斎
頌
井
序
」
を

-2-



製
し
た
。
そ
の
序
の
中
で
、

夫
扶
桑
六
十
余
州
之
中
、
以
二
越
之
後
州
玉
~
ニ
大
雪
之
境
ー
、
埋

レ
山
隅
嶽
、
埋
二
千
万
似
之
樹
抄
一
、
其
不
レ
埋
者
、
暁
鯨
噺
之

[
声
]
与
祠
芦
霙
之
香
一
而
已
。
（
『
梅
花
無
尽
蔵
』
巻
六
）

(
6
)
 

と
記
し
て
い
る
。
「
臆
」
は
「
朦
」
の
異
体
字
で
、
傍
線
部
は
即
ち

「
朦
梅
」
。
こ
の
「
騰
梅
」
を
「
蟻
梅
」
と
見
な
し
て
よ
け
れ
ば
、

「
後
水
尾
帝
ノ
時
」
云
々
の
説
の
甚
だ
怪
し
い
こ
と
の
証
左
と
な
ろ

う
。
こ
の
前
年
十
二
月
十
三
日
、
等
持
寺
に
あ
っ
た
景
徐
周
麟
は
そ

の
『
日
件
』
に
「
櫨
辺
独
坐
、
安
排
蠣
梅
詩
」
（
『
鹿
苑
日
録
』
）
と

記
し
て
い
る
。
「
安
排
」
が
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
を
指
す
の

か
、
分
明
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
既
に
蛾
梅
の
知
識
は
、
禅
林
僧
の

間
に
着
実
な
浸
透
を
み
せ
つ
つ
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

元
和
九
年
(
-
六
二
三
）
に
編
纂
の
成
っ
た
『
翰
林
五
鳳
集
』
巻

(
1
)
 

六
に
は
、
蛾
梅
を
詠
ん
だ
詩
が
十
首
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、
実
に
そ

の
内
の
八
首
が
景
徐
（
宜
竹
）
の
作
に
な
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
は

『
翰
林
甜
薦
集
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
江
西
竜
派
の
一
首
と
景
徐
の
八
首
は
「
読
魯
直

蛾
梅
詩
」
と
し
て
一
括
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
魯
直
（
す
な
わ
ち
山

谷
）
の
詩
を
契
機
と
し
て
、
蠍
梅
が
詠
み
出
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

「
造
繊
梅
」
と
題
さ
れ
た
瑞
岩
（
瑞
厳
竜
捏
力
）
の
一
首
に
し
て
も
、

事
情
は
同
じ
で
あ
っ
た
。

黄
九
詩
前
識
者
稀
、
花
如
撚
颯
暗
香
微
、
四
時
若
不
駐
春
色
、

人
力
天
工
同
一
機

「
黄
九
詩
前
識
者
稀
」
の
一
句
か
ら
し
て
、
ま
ず
山
谷
な
の
で
あ
る
。

蟻
梅
に
つ
い
て
詠
む
と
い
う
こ
と
と
山
谷
の
詩
と
は
密
接
に
結
ぴ
付

い
て
い
た
。
い
や
、
む
し
ろ
山
谷
の
詩
に
付
き
過
ぎ
て
い
た
。

景
徐
の
詩
か
ら
も
一
首
の
み
例
を
取
ろ
う
。

山
廂
薔
薇
入
品
評
、
蠍
梅
従
此
動
京
城
、
予
章
太
子
作
花
伝
、

併
按
春
風
第
一
名

初
め
の
傍
線
は
先
に
引
い
た
山
谷
詩
（
口
）
に
拠
る
も
の
、
次
の
傍

線
は
、
前
掲
『
韻
府
群
玉
』
の
「
嫌
梅
」
注
や
、
宋
任
淵
の
『
集
注
』

(
8
)
 

所
引
「
王
立
之
詩
話
」
が
記
す
「
縁
レ
此
盛
二
於
京
師
―
」
を
踏
ま
え

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
予
章
太
子
」
と
は
即
ち
山
谷
の
こ
と
で
、
『
山

谷
詩
集
注
』
冒
頭
な
ど
に
は
「
豫
章
黄
庭
堅
魯
直
」
と
見
え
る
。

結
局
、
蠍
梅
そ
の
も
の
よ
り
は
、
嫌
梅
に
詩
材
と
し
て
の
生
命
を
吹

き
込
ん
だ
山
谷
の
功
績
を
讚
え
る
こ
と
に
主
題
が
あ
り
、
関
心
が
あ

る
。
そ
れ
は
「
読
魯
直
蟻
梅
詩
」
と
い
う
詩
で
あ
る
以
上
、
当
然
の

こ
と
と
も
思
わ
れ
よ
う
が
、
山
谷
の
功
績
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
蠍
梅

そ
の
も
の
を
新
た
に
詠
ん
で
い
る
例
は
、
本
邦
の
禅
林
詩
に
は
容
易

に
見
出
し
が
た
い
。
そ
の
一
方
で
、
「
賛
山
谷
先
生
」
と
題
し
た
次

の
よ
う
な
詩
が
、
室
町
初
期
の
建
仁
寺
僧
惟
忠
通
恕
の
『
雲
堅
猿
吟
』

に
既
に
見
え
て
い
る
。

蠍
梅
春
色
入
詩
篇
、
桂
子
天
香
了
祖
禅
、
可
惜
賢
才
常
被
忌
、

浩
江
禿
饗
雪
薫
然
（
『
五
山
文
学
全
集
第
三
巻
』
）
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い
わ
ぱ
蠍
梅
の
こ
と
は
、
山
谷
に
ま
つ
わ
る
故
事
と
し
て
禅
林
で
受

容
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
誤
り
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
山
谷
の
詩

(
9
)
 

か
ら
ひ
と
た
ぴ
離
れ
た
時
、
彼
ら
の
周
囲
に
蠍
を
撚
る
が
如
き
花
や
、

磨
香
の
ご
と
き
薫
香
は
、
は
た
し
て
存
在
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
。

し
ば
し
ば
逸
脱
を
楽
し
む
よ
う
に
饒
舌
を
ふ
る
い
、
あ
の
大
部
な
抄

を
な
し
た
惟
高
で
さ
え
、
蠍
梅
に
つ
い
て
は
実
に
素
っ
気
な
く
や
り

過
ご
し
て
い
る
こ
と
も
、
思
い
あ
わ
せ
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

実
は
『
梅
花
無
尽
蔵
』
の
場
合
に
も
、
疑
え
ば
疑
え
な
く
も
な
い
。

万
里
集
九
が
こ
の
詩
を
吟
じ
て
い
る
時
期
と
や
や
合
わ
な
い
と
い
う

不
審
は
あ
る
も
の
の
、
「
騰
」
字
に
こ
だ
わ
る
な
ら
ば
、
「
服
梅
」
と

は
や
は
り
「
朦
月
の
梅
」
の
意
と
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、

や
が
て
来
る
べ
き
脹
月
に
は
、
梅
の
綾
郁
た
る
香
り
が
雪
に
閉
ざ
さ

れ
る
こ
と
な
く
漂
い
出
す
は
ず
だ
、
と
の
意
と
な
ろ
う
。
ま
た
仮
に

「
脹
」
が
「
蠍
」
の
誤
り
で
あ
る
に
し
て
も
、
疑
う
べ
き
点
が
あ
る
。

万
里
は
江
戸
か
ら
の
帰
路
、
越
後
国
に
入
る
前
に
、
叔
悦
禅
憚
に
対

(10) 

し
て
ま
さ
し
く
山
谷
の
詩
を
講
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

講
義
が
、
旅
の
直
後
に
抄
物
『
帳
中
香
』
と
し
て
実
を
結
ぶ
こ
と
と

な
る
の
で
あ
る
。
『
梅
花
無
尽
蔵
』
中
の
「
騰
梅
」
が
「
蛾
梅
」
で

よ
い
と
し
て
も
、
そ
の
「
蟻
梅
」
は
は
た
し
て
実
景
で
あ
っ
た
か
否

か
。
あ
る
い
は
、
山
谷
に
引
か
れ
て
の
措
辞
で
は
な
か
っ
た
か
。
但

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
典
籍
を
繰
っ
て
考
証
に
努
め
る
『
帳
中
香
』
の
記

述
か
ら
も
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
確
た
る
証
拠
は
得
ら
れ
な
い
。

こ
こ
で
、
再
び
「
カ
ラ
ム
メ
」
の
称
に
戻
っ
て
見
直
し
て
お
く
な

ら
、
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』
（
宝
永
六
年
〈
一
七

0
九
〉
成
）
に

(11) 

は
、
「
大
阪
に
て
は
か
ら
梅
と
云
」
と
、
こ
れ
を
大
阪
で
の
呼
称
と

し
て
お
り
、
そ
の
説
の
当
否
は
別
と
し
て
も
、
そ
の
言
い
回
し
か
ら

は
、
当
時
、
「
か
ら
梅
」
の
称
が
必
ず
し
も
一
般
的
で
は
な
か
っ
た

こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
よ
う
。
「
今
二
至
テ
ハ
皆
繊
梅
卜
称
ス
」
（
『
本

草
綱
目
啓
蒙
』
）
と
さ
れ
る
時
点
よ
り
百
年
前
に
朔
っ
て
も
、
「
蛾
梅

（
カ
ラ
ム
メ
）
」
の
呼
び
方
は
ど
う
も
限
定
的
な
も
の
だ
っ
た
よ
う

＊
 

＊
 

残
念
な
が
ら
、
蠣
梅
の
渡
来
時
期
に
つ
い
て
は
未
だ
明
証
を
確
認

し
得
て
い
な
い
の
だ
が
、
中
世
末
の
禅
僧
た
ち
の
著
述
を
検
し
て
も
、

蟻
梅
そ
の
も
の
を
見
て
い
た
気
配
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
し
て
み
る
と
、

江
戸
初
期
の
渡
来
と
す
る
説
は
、
案
外
、
信
憑
性
の
高
い
も
の
の
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
禅
僧
た
ち
が
詩
を
通
じ
て
、

い
ち
早
く
繊
梅
の
「
知
識
」
を
手
に
入
れ
て
い
た
こ
と
は
誤
り
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
に
せ
よ
、
山
谷
の
詩
業
の
圧
倒
的
な
影
響
力
の
下
に

あ
る
禅
僧
た
ち
の
間
で
、
「
知
識
」
と
し
て
の
「
嫌
梅
」
は
、
恐
ら

＜
容
易
な
こ
と
で
「
唐
梅
」
に
転
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
実
物
の
繊
梅
が
も
た
ら
さ
れ
、
詩
文
の
輛
か
ら
解
放
さ
れ
、

「
唐
」
渡
り
の
珍
し
さ
を
純
粋
に
賞
翫
さ
れ
る
経
過
を
辿
る
こ
と
な

く
し
て
、
「
蝋
梅
」
は
「
唐
梅
」
の
称
を
獲
得
し
え
な
か
っ
た
も
の

と
思
う
。
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さ
て
、
こ
れ
ら
を
糊
る
室
町
末
の
も
の
と
さ
れ
る
『
田
植
草
紙
』

の
歌
謡
に
も
、
「
か
ら
む
め
」
の
語
が
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。さ

月
の
そ
う
と
め
は
梅
は
ま
い
る
ま
い
か
や

梅
は
す
い
し
歯
か
い
し
桃
は
に
が
い
も
の
や
れ

ひ
と
つ
食
い
た
や
天
神
公
の
紅
梅

梅
を
ま
い
れ
や
む
め
に
わ
声
が
で
る
も
の

ひ
と
つ
ま
い
れ
や
天
神
お
し
む
紅
梅

う
ゑ
て
も
た
い
で
お
前
の
岸
の

II
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）

こ
の
「
か
ら
む
め
」
に
つ
い
て
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
で
は
注
を

欠
く
。
旧
版
の
日
本
古
典
文
学
大
系
頭
注
（
『
中
世
近
世
歌
謡
集
』

所
収
、
志
田
延
義
氏
校
注
）
で
は
、
『
本
草
網
目
啓
蒙
』
由
来
と
思

わ
れ
る
「
蛾
梅
」
説
を
記
し
た
上
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
は
解
し
が
た

い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
田
植
歌
に
関
し
て
「
蛾
梅
」
説
を

取
ら
な
か
っ
た
の
は
、
な
に
も
蠍
梅
伝
来
説
の
み
を
根
拠
と
し
て
の

こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
も
そ
も
、
「
蛾
梅
、
本
非
二
梅
類
一
、
以
二
其

(12) 

梅
同
時

l

、
香
又
相
近
」
（
ザ
氾
至
能
「
梅
譜
」
）
、
「
梅
の
類
に
は
あ
ら

ず
」
（
『
大
和
本
草
』
）
、
あ
る
い
は
「
花
謝
シ
テ
稀
二
実
ヲ
結
プ
、
大

サ
指
ノ
如
ク
、
長
サ
寸
余
、
内
二
数
子
ア
リ
、
形
雲
実
二
似
テ
長
ク

褐
色
、
甚
硬
シ
」
（
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
）
と
い
う
「
颯
梅
」
の
実
が
、

•
こt゚
 

「
梅
は
ま
い
る
ま
い
か
や
」
と
歌
わ
れ
る
掲
出
の
歌
謡
に
そ
ぐ
わ
な

い
た
め
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
今
日
「
蠍
梅
」
と
呼
び
な
ら
わ

し
て
い
る
木
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
は
食
用
に
適
さ
な
い
。

先
に
掲
出
し
た
山
谷
の
詩
（
イ
）
「
風
味
極
不
レ
浅
」
は
、
確
か
に

ま
ぎ
ら
わ
し
い
。
あ
る
い
は
食
用
に
供
せ
ら
れ
て
い
た
か
、
と
も
思

わ
せ
る
一
句
で
は
あ
る
。
問
題
は
「
風
味
」
と
い
う
語
の
用
法
で
あ

る
。
一
韓
智
翅
の
も
の
と
思
わ
れ
る
『
山
谷
抄
』
は
一
句
前
の
「
雖

無
桃
李
顔
」
か
ら
続
け
て
、
「
桃
—
ノ
様
ニ
ザ
ゞ
メ
イ
タ
色
ハ
ナ
ケ

レ
ド
モ
、
梅
ノ
類
デ
ア
ル
ホ
ド
ニ
、
風
味
ガ
深
テ
面
白
ゾ
」

0
-
3
2

(13) 

オ
）
と
記
し
て
お
り
、
こ
こ
も
「
風
味
」
の
ま
ま
で
記
さ
れ
、
一
見
、

「
ザ
ゞ
メ
イ
タ
色
」
を
持
た
ぬ
花
に
対
し
て
、
実
の
方
は
「
風
味
ガ

深
テ
」
と
も
取
れ
そ
う
で
あ
る
。
が
、
（
口
）
の
詩
を
併
せ
見
て
も
、

蛾
梅
は
花
を
詠
ず
る
こ
と
に
本
義
が
あ
る
と
見
て
よ
く
、
こ
の
「
風

味
」
は
嗅
覚
（
も
し
く
は
視
覚
を
も
含
む
）
に
属
す
る
語
と
見
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
万
里
の
抄
『
帳
中
香
』
は
「
先
輩
云
」
と

し
て
、
「
蛾
梅
至
二
其
開
ー
則
雖
レ
無
紅
白
之
色
l

其
芥
芳
尤
可
レ
愛
」

と
記
し
て
い
る
し
、
岩
瀬
文
庫
蔵
五
山
版
『
山
谷
詩
集
注
』
書
き
入

れ
注
に
も
、
「
此
花
ハ
桃
李
ノ
様
ニ
サ
ヽ
メ
キ
ハ
セ
ネ
ト
モ
香
力
面

白
ソ
」
と
さ
れ
て
お
り
、
「
風
味
極
不
浅
」
と
は
、
一
貫
し
て
花
に

(14) 

つ
い
て
の
評
言
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
（
イ
）
に
「
金
落
」
と

表
現
さ
れ
、
（
ハ
）
に
「
染
成
宮
様
黄
」
と
表
さ
れ
る
黄
色
の
花
弁

は
、
今
日
、
我
々
が
「
蠍
梅
」
と
呼
び
な
ら
わ
し
て
い
る
そ
れ
と
同
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中
世
の
「
か
ら
む
め
」
の
例
と
し
て
、
も
う
一
っ
見
て
お
こ
う
。

次
は
、
室
町
末
の
写
本
と
さ
れ
る
赤
木
文
庫
蔵
古
絵
巻
『
浄
瑠
璃
物

語』。
御
堂
の
ま
は
り
に
百
種
の
花
を
ぞ
植
へ
ら
れ
け
る
。
植
へ
を
く

花
は
ど
れ
／
＼
ぞ
。
…
（
中
略
）
…
き
り
う
、
す
4
き
、
金
態
、

耳
咤
印
郡f
か
ら
む
め
、
か
ら
釈
‘
か
ら
釦
孔
‘
•
(

.. ）
 

浄
瑠
璃
御
前
の
邸
の
様
を
写
す
こ
の
場
面
か
ら
も
、
「
か
ら
む
め
」

の
実
態
を
推
し
量
る
情
報
は
少
な
い
。
「
御
堂
の
ま
は
り
」
に
植
え

お
か
れ
た
花
々
の
一
っ
と
な
れ
ば
、
鑑
賞
用
の
も
の
。
そ
れ
と
限
定

は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
場
合
に
は
所
謂
「
蠣
梅
」
で
も
問
題

は
な
い
。
但
し
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
蠣
梅
そ
の
も
の
の
伝
来

を
江
戸
時
代
初
頭
と
す
る
説
が
、
か
な
り
信
憑
性
の
高
い
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
す
る
な
ら
、
判
断
は
微
妙
で
あ
ろ
う
。

は
じ
め
に
触
れ
な
か
っ
た
が
、
賦
物
語
彙
と
し
て
の
「
唐
梅
」
は

ど
こ
ま
で
朔
る
の
か
と
い
う
点
も
、
一
っ
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。

賦
物
集
と
し
て
現
存
す
る
も
の
で
最
も
古
い
、
野
坂
本
『
賦
物
集
』

（
『
歌
づ
ゑ
』
）
の
内
容
が
、
当
然
な
が
ら
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、

同
書
に
は
一
部
欠
損
が
あ
る
た
め
、
「
唐
何
」
の
項
に
「
梅
」
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
確
認
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
に
次
ぎ
古
態
を
と

(17) 

ど
め
る
も
の
と
さ
れ
、
「
一
条
兼
良
以
前
の
も
の
」
と
推
測
さ
れ
る

＊
 

＊
 

(15) 

じ
も
の
と
見
て
、
誤
り
は
な
か
ろ
う
。

『
和
歌
集
心
鉢
抄
抽
肝
要
』
の
「
賦
物
次
第
」
に
は
、
既
に
「
唐
梅
」

の
語
が
見
え
て
い
る
。
こ
の
「
賦
物
次
第
」
が
い
つ
頃
の
賦
物
の
実

態
を
伝
え
る
も
の
な
の
か
、
厳
密
に
は
決
定
し
が
た
い
の
だ
け
れ
ど

も
、
お
お
よ
そ
南
北
朝
か
ら
室
町
初
期
を
想
定
し
て
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

百
韻
な
ど
の
形
で
今
日
に
残
る
連
歌
作
品
と
し
て
最
古
の
「
唐
何
」

は
、
応
安
六
年
(
-
三
七
三
）
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
天
神
御
独
吟
」

(18) 

の
百
韻
で
あ
る
。
そ
の
発
句
は
、
「
く
れ
な
ゐ
に
雪
こ
そ
ま
じ
れ
む

め
の
は
な
」
と
い
う
も
の
で
、
「
む
め
」
を
と
っ
た
と
す
る
な
ら
ば

こ
れ
も
「
唐
梅
」
の
例
と
な
る
も
の
の
、
「
く
れ
な
ゐ
」
を
と
っ
た

可
能
性
も
あ
り
（
『
和
歌
集
心
鉢
抄
抽
肝
要
』
等
）
、
俄
に
は
断
じ
が

た
い
。
し
か
も
同
百
韻
に
は
、
諸
本
に
よ
り
賦
物
を
「
何
木
」
と
す

る
も
の
も
多
く
、
本
来
の
賦
物
が
い
ず
れ
で
あ
っ
た
か
も
定
か
で
な

い
。
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
は
、
応
永
二
十
年
(
-
四
一
三
）
ニ

月
十
一
日
に
張
行
さ
れ
た
『
看
聞
日
記
』
紙
背
連
歌
ま
で
下
る
。
こ

の
百
韻
懐
紙
は
、
原
懐
紙
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
な
ら
ば

「
唐
何
」
の
賦
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

時
の
発
句
が
「
香
を
ゆ
づ
れ
梅
に
あ
ひ
あ
ふ
初
桜
」
（
『
圏
書
寮
叢
刊

看
聞
日
記
紙
背
文
書
・
別
記
』
）
。
「
梅
」
を
と
っ
て
「
唐
梅
」
と

し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
例
で
あ
る
。
現
在
、
管
見
の
及
ぶ
範
囲
で

は
、
こ
れ
を
潮
る
例
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
「
唐
梅
」
の
語

が
相
当
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
推
測
さ
れ
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と
な
れ
ば
、
賦
物
語
彙
「
唐
梅
」
を
除
く
な
ら
ば
、
孤
立
的
に
古

い
文
献
に
お
け
る
用
例
で
は
あ
る
も
の
の
、
次
の
『
塵
袋
』
巻
二
の

記
述
は
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
楊
梅
ト
カ
キ
テ
ハ
、
カ
ラ
ム
メ
ト
ヨ
ム
ペ
シ
、
ヤ
マ
モ
ヽ
ト
云
フ

心
如
何
、
凡
ハ
、
不
慮
ー
ヨ
ミ
ナ
リ
、
昔
ヨ
リ
云
ナ
ラ
ハ
セ
ル
バ

カ
リ
ナ
リ
、
但
シ
七
巻
ふ
捻
餌
中
ー
ー
ヤ
マ
モ
、
ヲ
山
桜
桃
卜
云
ヘ
リ
、

コ
レ
ニ
ッ
キ
テ
、
ハ
ジ
メ
ヲ
ハ
リ
ノ
字
ヲ
ト
リ
ア
ハ
セ
テ
、
ヤ

マ

モ

ヽ

ト

云

フ

ナ

ル

ペ

シ

（

日

本

古

典

全

集

）

鎌
倉
末
年
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
こ
の
辞
書
的
書
物
に
は
、
「
楊
梅
」

を
も
っ
て
「
カ
ラ
ム
メ
」
の
称
を
あ
て
る
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
楊
梅
が
「
カ
ラ
ム
メ
」
の
名
を
も
っ
て
呼
ば
れ
る
べ

き
だ
と
の
考
え
の
基
に
は
、
お
そ
ら
く
「
ヤ
マ
モ
ヽ
如
何
、
楊
梅
卜

カ
ケ
リ
、
楊
州
ノ
モ
ヽ
敷
、
楊
州
ノ
ム
メ
歎
」
（
『
名
語
記
』
巻
九
）

と
の
認
識
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
時
代
的
な
近
さ
か
ら
し
て

も
、
『
塵
袋
』
の
所
説
は
賦
物
語
彙
「
唐
梅
」
の
正
体
を
知
る
上
で
、

第
一
に
拠
る
べ
き
も
の
と
言
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

『
塵
袋
』
で
は
「
不
慮
ノ
ヨ
ミ
」
と
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

「
楊
梅
」
に
は
古
く
よ
り
「
ヤ
マ
モ
モ
」
の
称
を
あ
て
る
の
が
一
般

的
で
あ
っ
た
。
『
和
名
類
棄
抄
』
に
「
夜
末
毛
々
」
と
す
る
の
を
は

じ
め
、
『
節
用
集
』
類
に
至
る
ま
で
、
こ
の
よ
み
は
一
貫
し
て
い
る
。

こ
れ
を
「
カ
ラ
ム
メ
ト
ヨ
ム
ベ
シ
」
と
す
る
『
塵
袋
』
の
説
は
、
む

る。

し
ろ
例
外
的
な
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
「
昔
ヨ
リ
云
ナ
ラ

ハ
セ
ル
」
こ
の
呼
ぴ
方
に
「
カ
ラ
ム
メ
」
の
よ
み
を
対
置
す
る
以
上
、

当
時
、
「
カ
ラ
ム
メ
」
と
称
さ
れ
る
別
の
対
象
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
に
は
「
楊
梅
」
の
実
態
が
問
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
和
名
抄
』
に
箋
注
を
付
し
た
狩
谷
腋
斎
が

細
か
に
考
証
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
山
桜
桃
」
と
の
混
乱
な
ど
も
問

わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
い
ま
細
か
な
問
題
に
は
立
ち
入

ら
な
い
で
お
こ
う
。
と
も
あ
れ
、
植
物
の
古
称
と
現
在
の
称
と
の
同

定
作
業
は
、
文
献
上
の
操
作
だ
け
で
は
定
か
に
し
が
た
い
点
が
多
い

こ
と
を
改
め
て
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
文
献

上
の
操
作
と
い
う
こ
と
な
ら
、
例
え
ば
『
塵
袋
』
の
記
す
「
七
巻
ノ

食
経
」
云
々
の
記
述
も
、
『
和
名
抄
』
あ
た
り
に
由
来
す
る
可
能
性

が
高
く
、
更
に
は
『
和
名
抄
』
が
拠
り
所
に
し
た
と
思
し
い
『
本
草

和
名
』
ま
で
糊
っ
て
い
く
。
即
ち
、
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
し
て
既
に
、

文
献
的
な
知
識
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
た
も
の
で
あ
る
点
は
確
認
し

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
無
論
、
一
部
に
そ
の
よ
う
な
保
留
を
つ
け

た
上
で
な
ら
ば
、
「
状
如
苺
子
赤
色
、
味
酸
甜
可
食
之
」
と
記
さ
れ

る
『
和
名
抄
』
の
「
楊
梅
」
か
ら
、
「
H
巳
a
fruita 
d
o
 m
a
t
o
 c
o
 

m
o
 m
a
d
r
o
n
h
o
s
.
」
(
『
日
葡
辞
書
』

Yobai.)
、「
C
e
r
t
a
fruita 

d
o
 m
a
t
o
 c
o
m
o
 m
e
d
r
o
n
h
o
s
.
」
（
同
'
.
Y
a
m
a
m
o
m
o
.
)
と
さ
れ

(19) 
る
室
町
末
の
「
楊
梅
」
に
至
る
ま
で
、
今
日
の
「
や
ま
も
も
」
と
一

-7-



つ
な
が
り
の
も
の
と
考
え
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

中
世
に
広
く
行
わ
れ
た
往
来
物
の
一
っ
、
『
庭
訓
往
来
』
の
三
月

返
状
に
は
、
庭
に
植
え
る
樹
木
を
列
挙
す
る
段
で
、

次
樹
木
事
、
梅
、
桃
、
李
、

11、
枇
杷
、
杏
、
栗
、
柿
、
梨

子
、
椎
、
榛
子
、
柘
梱
、
棗
、
樹
淡
、
柚
柑
、
柑
子
、
橘
、
雲

州
橘
、
柚
以
下
、
心
之
所
レ
及
、
令
二
尋
植
l

候
華
゜

さ
ま
ざ
ま
な
樹
木
に
交
じ
り
楊
梅
の
名
を
見
出
す
。
一
見
し
て
明
ら

(20) 

か
な
よ
う
に
、
前
後
「
す
べ
て
果
実
・
堅
果
の
類
」
で
あ
る
こ
と
に

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
と
同
様
の
列
挙
は
、

…
巳
上
所
-

1

尋
出
止
物
者
、
…
（
中
略
）
…
金
柑
．
柑
子
・
温
州

橘
・
有
杷
・
林
檎
・
楊
梅
・
柘
梱
・
桃
・
杏
梅
・
李
・
梨
子
・(21) 

銀

桃

：

・

（

『

異

制

庭

訓

往

来

』

）

菓
子
者
、
青
梅
、
黄
梅
、

11、枇
杷
、
瓜
、
茄
、
覆
盆
子
、

岩
棠
子
、
桃
、
杏
、
李
、
棗
、
林
檎
、
石
梱
、
梨
、
奈
、
柿
、

梓
、
栗
、
椎
、
金
柑
、
蜜
柑
、
…
（
中
略
）
…
雲
州
橘
等
。

（
『
尺
素
往
来
』
）

と
い
う
よ
う
に
、
『
異
制
庭
訓
往
来
』
か
ら
、
下
っ
て
は
『
尺
素
往

来
』
に
い
た
る
ま
で
共
通
し
て
お
り
、
「
菓
子
」
（
『
尺
素
往
来
』
）
、

果
樹
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
、
庭
木

の
列
挙
と
い
う
類
似
し
た
形
を
と
っ
て
は
い
て
も
、
『
浄
瑠
璃
物
語
』

と
の
違
い
は
重
要
で
、
こ
の
『
物
語
』
中
の
「
か
ら
む
め
」
の
文
脈

に
「
楊
梅
」
を
代
入
す
る
こ
と
に
は
、
違
和
感
を
拭
い
き
れ
な
い
。

恐
ら
く
は
、
「
か
ら
む
め
」
の
理
解
に
ど
こ
か
の
時
点
で
捩
れ
が

生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
は
や
、
厳
密
に
そ
の
転
換
の
さ
ま
な

ど
た
ど
り
よ
う
も
な
い
が
、
山
谷
詩
な
ど
宋
、
元
代
の
詩
材
と
し
て

興
味
を
も
た
れ
た
「
颯
梅
」
は
、
や
が
て
我
邦
に
も
た
ら
さ
れ
、

「
唐
」
渡
り
の
「
梅
（
の
ご
と
き
花
）
」
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
や
が
て
は
「
か
ら
む
め
」
の
称
に
、
よ
り
ふ

さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
、
楊
梅
の
称
を
奪
う
形
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
思
う
。
古
辞
書
類
の
流
れ
を
追
っ
て
も
、
楊
梅
は
常
に
「
ヤ
マ

モ
モ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
「
カ
ラ
ム
メ
」
の
名
は
結
局
、
定
着
せ

ず
に
終
っ
た
よ
う
だ
。
『
塵
袋
』
の
力
説
む
な
し
く
、
「
カ
ラ
ム
メ
」

の
称
は
か
な
り
早
い
時
点
で
す
た
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ

し
て
、
蟻
梅
に
充
て
ら
れ
た
「
カ
ラ
ム
メ
」
の
名
も
、
ど
う
や
ら
長

続
き
は
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
に
対
し
、
賦
物
語
彙
と
し
て
の

「
唐
梅
」
は
室
町
時
代
を
通
じ
て
、
確
か
に
生
き
続
け
て
は
い
た
。

＊
 

＊
 

『
庭
訓
往
来
』
も
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
楊
梅
が
庭
木
と
し
て
不
適

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
、
『
物
語
』
の
文
脈
に
は
む
し
ろ
、

花
を
も
っ
て
賞
翫
さ
れ
、
且
つ
濯
木
と
し
て
そ
の
前
後
の
草
木
と
も

釣
り
合
う
「
蠍
梅
」
の
方
が
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
く
は
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
か
ら
だ
。
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
判
断
は
『
物
語
』
の

成
立
時
期
の
認
定
と
係
わ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
結
論
は
保
留
と
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
。
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(
1
)
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
『
百
韻
連
歌
懐
紙

蔵
』
所
収
0

• 

(
2
)
山
内
洋
一
郎
氏
「
連
歌
賦
物
の
語
彙
」
（
同
氏
『
連
歌
語
彙

の
研
究
』
〈
面
年
、
和
泉
書
院
刊
〉
）

(
3
)
平
凡
社
東
洋
文
庫
に
よ
る
。

(
4
)
「
地
錦
抄
附
録
」
は
、
『
花
壇
地
錦
抄
』
『
増
補
地
錦
抄
』
『
広

注

曼
殊
院

け
れ
ど
も
、
連
歌
の
一
座
の
中
で
、
そ
の
語
に
具
体
的
な
実
態
が
結

び
付
い
た
理
解
が
な
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
疑

わ
し
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
て
み
る
と
『
田
植
草
紙
』
歌
謡
の
「
唐
梅
」
が
蠍
梅
で
な
い
と

し
て
、
で
は
こ
れ
に
楊
梅
を
充
て
て
よ
い
も
の
か
、
判
断
に
苦
し
む
。

歌
謡
に
お
け
る
最
終
句
へ
の
つ
な
が
り
も
、
わ
た
く
し
に
は
必
ず
し

も
明
瞭
で
な
い
。
け
れ
ど
も
、
「
天
神
惜
し
む
紅
梅
」
に
続
く
一
句

の
中
の
「
唐
梅
」
に
は
、
あ
る
い
は
そ
の
内
実
よ
り
も
文
飾
の
上
で

「
唐
」
で
あ
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い

う
気
が
し
な
い
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
は
渡
唐
天
神
の
イ

メ
ー
ジ
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
は
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
ー
ー
↓
て
ん
な

(22) 

可
能
性
も
捨
て
切
れ
な
い
で
い
る
。

益
地
錦
抄
』
を
承
け
る
形
で
、
享
保
十
八
年
に
四
巻
四
冊
で
刊

行
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
288

『
花
壇
地
錦
抄
．

草
花
絵
前
集
』
解
説
•
あ
と
が
き
〈
加
藤
要
氏
〉
参
照
）
が
、

原
本
未
見
。

(
5
)
内
閣
文
庫
蔵
朝
鮮
覆
元
刊
本

(
6
)

『
五
山
文
学
新
集
』
第
六
巻
に
よ
る
。
但
し
、
市
木
武
雄
氏

『
梅
花
無
盛
蔵
注
釈
』
を
参
照
し
、
脱
落
と
思
わ
れ
る
文
字
を

[
]
で
補
っ
た
。

(
7
)

『
大
日
本
佛
教
全
書
第
八
九
巻
藝
文
部
二
』

(
8
)

『
山
谷
詩
集
注
』
の
引
用
は
、
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫

蔵
の
五
山
版
に
よ
る
。
な
お
、
「
王
立
之
詩
話
」
と
は
、
王
直

方
の
「
詩
話
」
で
、
立
之
は
字
。
『
苔
渓
漁
隠
叢
話
前
集
』
所

引
の
本
文
に
よ
り
示
す
と
、
「
蛾
梅
、
山
谷
初
見
之
、
作
二
絶
、

一
云
…
、
一
云
…
」
と
し
て
前
掲
（
イ
）
（
口
）
二
つ
の
詩
を

挙
げ
、
「
縁
此
蠣
梅
盛
於
京
師
」
（
第
四
十
九
「
山
谷
下
」
、
布

年
中
華
書
局
刊
麿
徳
明
校
点
本
に
よ
る
）
と
あ
る
。
『
漁
隠

叢
話
』
当
該
箇
所
は
、
こ
れ
に
続
く
「
苔
渓
漁
隠
云
、
東
披
亦

有
蠣
梅
詩
云
、
…
」
と
の
記
事
と
も
ど
も
、
あ
と
に
触
れ
る

『
帳
中
香
』
も
引
載
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
9
)

「
皇
女
功
撚
レ
蠍
所
ー
レ
成
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
）
。

glo)
中
川
徳
之
助
氏
『
万
里
集
九
』
（
平
9
、
吉
川
弘
文
館
刊

人
物
叢
書
215)

は
、
こ
の
講
義
に
つ
い
て
、
「
完
了
し
た
の
は
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長
享
二
年
(
-
四
八
八
）

の
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
の
間
の

こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
し
て
お
ら
れ
る
。

(11)

『
益
軒
全
集
第
六
巻
』

(12)

『
帳
中
香
』
所
引
。
ナ
氾
至
能
（
成
大
）
は
宋
代
の
人
。
ま
た

「
梅
譜
」
は
『
全
芳
備
祖
』
に
も
引
載
さ
れ
る
。

(13)
建
仁
寺
両
足
院
蔵
『
山
谷
抄
』
（
『
続
抄
物
資
料
集
成
第
六

巻
山
谷
抄
』
）
に
よ
る
。

(14)
例
え
ば
『
山
谷
詩
集
』
巻
十
七
に
は
「
祓
三
子
謄
和
一
＿
陶
詩
―
」

カ
ラ

と
し
て
、
「
…
影
沢
千
戴
人
、
東
披
百
世
士
、
出
処
雖
レ
不
同
、

風
味
乃
相
似
」
と
の
表
現
が
見
え
る
（
こ
の
詩
『
冷
斎
夜
話
』

に
も
）
。
い
わ
ば
対
象
の
も
っ
「
雰
囲
気
」
の
ご
と
き
意
味
と

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

(15)
し
か
し
、
こ
こ
で
も
呼
び
名
と
実
態
の
間
に
は
厄
介
な
問
題

が
あ
る
。
黄
色
の
花
弁
の
梅
と
い
う
珍
し
さ
か
ら
、
蠍
梅
に
は

「
黄
梅
」
と
の
別
名
が
あ
る
。
我
邦
で
は
『
書
言
字
考
節
用
集
』
、

『
和
漢
三
才
図
会
』
な
ど
が
、
蠍
梅
の
一
名
と
し
て
こ
の
名
を

掲
げ
る
の
だ
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
こ
れ
も
「
花
の
か
た
ち
梅

に
似
た
り
」
（
『
大
和
本
草
』
）
と
い
う
様
子
か
ら
、
「
黄
梅
」
と

名
付
け
ら
れ
た
植
物
が
あ
っ
た
。
迎
春
花
と
も
称
さ
れ
る
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
は
後
掲
『
尺
素
往
来
』
の
「
黄
梅
」
を

も
、
こ
れ
と
一
種
の
も
の
と
扱
っ
て
い
る
（
「
お
う
ば
い
」
の

項
）
が
、
『
尺
素
往
来
』
で
は
「
菓
子
」
と
し
て
こ
れ
を
挙
げ

る
よ
う
に
、
「
不
レ
結
レ
実
」
（
『
和
漠
―
―
一
才
図
会
』
）
と
記
さ
れ
る

「
黄
梅
」
と
は
別
物
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
は
『
日
本

国
語
大
辞
典
』
「
こ
う
ば
い
（
黄
梅
）
」
の
項
が
記
す
よ
う
に
、

黄
色
く
熟
し
た
梅
の
実
、
直
前
の
「
青
梅
」
と
の
連
続
か
ら
、

「
ア
オ
ウ
メ
」
に
対
す
る
「
キ
ウ
メ
」
と
解
し
て
よ
い
の
で
は

な
い
か
。
『
湯
山
聯
句
』
寒
韻
中
に
は
「
黄
梅
鶯
啄
落
」
の
一

句
が
あ
り
、
『
湯
山
聯
句
紗
』
に
よ
れ
ば
、
「
五
月
ノ
時
分
ノ
黄

ナ
ル
梅
ヲ
、
鶯
ガ
啄
ミ
落
タ
ゾ
」
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
も
や
は
り
梅
の
実
な
の
で
あ
る
。

(16)
引
用
は
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
に
よ
る
。
ま
た
、
こ
れ
も

赤
木
文
庫
蔵
室
町
末
写
本
『
浄
瑠
璃
御
前
物
語
』
で
は
、
列
挙

さ
れ
る
植
物
名
に
多
少
の
出
入
り
は
あ
る
が
、
や
は
り
「
か
ら

む
め
」
は
入
っ
て
い
る
。
な
お
、
適
宜
、
私
に
漢
字
を
当
て
濁

点
を
付
し
た
た
め
、
ル
ビ
に
よ
り
も
と
の
表
記
を
残
し
た
。

「
き
り
う
、
す
4

ぎ
」
は
「
切
斑
の
簿
」
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ

で
の
樹
木
の
列
挙
に
は
、
『
尺
素
往
来
』
に
「
為
―
―
庭
上
之
景
一

前
裁
（
栽
）
荘
厳
仕
候
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
四
季
の
樹
木

が
参
考
と
な
ろ
う
。
云
金
態
」
「
玉
態
」
の
漠
字
も
こ
れ
に
よ
る
。

(17)
堀
部
正
二
氏
二
和
歌
集
心
鉢
抄
抽
肝
要
」
と
二
條
良
基
の

連
歌
學
書
」
（
『
和
歌
集
心
鉢
抄
抽
肝
要
』
〈
昭
44
、
大
学
堂
書

店
刊
〉
所
収
）

(18)

『
連
歌
総
目
録
』
（
平
9
、
明
治
書
院
刊
）
に
よ
る
。
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(19)
パ
ジ
ェ
ス
『
日
仏
辞
書
』
で
は
、
「
m
a
d
r
o
n
h
o
s
」
あ
る
い

は
「
m
e
d
r
o
n
h
o
s」
該
当
部
分
を
、
「
月
houses」
で
充
て
る
。

今
日
、
一
般
の
辞
書
で
は
こ
れ
を
「
西
洋
や
ま
も
も
」
と
訳
す
。

(20)
石
川
松
太
郎
氏
校
注
『
庭
訓
往
来
』
（
四
年
、
平
凡
社
刊
東

洋
文
庫
242)

(21)

『
異
制
庭
訓
往
来
』
『
尺
素
往
来
』
の
引
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ

『
日
本
教
科
書
大
系
往
来
編
古
往
来
（
四
）
』
、
『
同
古

往
来
（
二
）
』
に
よ
る
。

(22)
希
世
霊
彦
の
『
村
庵
藁
』
巻
中
に
、
「
北
野
入
唐
画
像
」
と

題
し
て
、
「
日
本
之
東
北
野
神
、
化
身
遊
戯
大
唐
春
、
折
梅
叫
{

手
便
帰
法
、
寄
与
無
窮
求
福
人
」
（
『
五
山
文
学
新
集
第
二
巻
』
。

傍
線
部
の
一
字
、
底
本
で
は
「
乃
」
の
部
分
を
「
手
」
に
作
る

が
、
校
訂
者
の
注
記
に
倣
い
、
「
携
」
の
字
と
考
え
た
）
と
の

詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
渡
唐
天
神
画
像
に

見
ら
れ
る
天
神
の
携
え
た
梅
花
は
、
唐
か
ら
持
ち
帰
っ
た
こ
と

に
な
る
。
渡
唐
天
神
伝
承
に
つ
い
て
の
研
究
は
幾
つ
か
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
伝
承
の
広
が
り
に
つ
い
て
ふ
れ
た
、
小
林
幸
夫
氏

「
渡
唐
天
神
の
秀
句
ー
I
ー
禅
林
の
夢
想
天
神
説
話
ー
~
」
（
『
伝

承
文
学
研
究
』
第
四
十
五
号
平
8
.
4
、
の
ち
同
氏
『
咄
．

雑
談
の
伝
承
世
界
ー
'
|
近
世
説
話
の
成
立
|
ー
_
』
〈
平
8
、
三

弥
井
書
店
刊
〉
所
収
）
を
挙
げ
て
お
く
。

[
付
記
]
小
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
馬
場
良
二
氏
、
山
田
俊
氏
か
ら

貴
重
な
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
無
論
、
失

考
、
誤
認
な
ど
が
あ
れ
ば
稿
者
の
責
任
で
あ
る
。
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